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VERSION UP されました。次の 5点のデイフイカルテイが解消されました。
(1) 配列要素め添字式中の項に，定数 "O"が現われると，実行時に誤動作を起す。




Cl *C2, Cl /C2, C*I,DCl *DC2 




















280 CONSTANT SUBSCRIPT E:XCEEDS RANGE OF ARRAY 
例 REAL A (10, 10) 
B=A(15,2) 
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“”  name 
(3) ENCODE文と DECODE文の入出力領域の大きさについて， （転送される記録の個数） X 
(1記録の字数）をみたす字数がないと，実行時に次のエラーメッセージが出力される。
143 ENCODE OR DECODE AREA EXCEEDED 
文字が実際に転送される場所が領域内であれば，上記のエラーメッセージは出力されないはず
である。
(4) 配列要索の添字式中や DOのパラメータ中に，定数 "0"が現われると，コンパイル時に次
のエラーメッセージが出力される。
9 9 9 INTERNAL COMPILER ERROR 2 5 0 5 
2 7 8 SYNTAX ERROR IN SUBSCRIPT EXPRESSION 









9 9 9 INTERNAL COMPILER ERROR 2 5 1 0 
例 プログラム例と回避策 ： この例の場合は，変数GをGで始まら
DEBUG TRACE 
TRACE (10,20), (Ll) 
LOGICAL L1 /. TRUE. / 
SFUNC (A, B) =A**2+B**2 
10 G=2. 5 
A=5. 6 
B=2. 9 
20 C=SFUNC (A, G) 
(7) 999 INTERNAL COMPILER ERROR 2500 
ない名前，例えば XGに直せばよい。
10 XG =2. 5 
20 SFUNC (A, XG) 
コンパイラーの誤動作で，次の 2つの条件を同時に満足する場合におこる。
① DOの入れ子を 2重以上使用している。
② タH則の DOの制御変数の初期値 m1 が変数
内側 , mi が定数
〔回避策〕 miを変数におきかえる。
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(9) DDの入れ子を 5-6重に使っているとき，実行時に D<Jの中で使っている変数の数値がお
かしくなる。
〔回避策〕 DDの入れ子を IF文によって 2-3重に減らす。
(10) 複索数の演算で，次の 2つの条件を同時に満す場合，虚数部が正常に計算されない。
① 算術式において，演算順序の高いものが，引算の第 2項めにきている。





CALL RENAME (5 : SIU:) 
CALL RENAME (6 : SPR:) 
F (X, Y, Z) =X+Y+Z 
コンパイル時に，次のメッセージが出力されます。





LFS4 5 I MGO (M2) M. INDEX OVF IN aaaaa 
LFSl O I aaaaa IS. NOT PUT ON MGO 
aaaaaはサププログラムの名前
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0 0 2 F DEBUG NO FILE TABLE FOR FILE nn 
nnはファイル名
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